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慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）、
関
ヶ
原
の
合
戦
に
敗
れ
た
西
軍
の
盟
主
毛
利
輝
元
は
、
領
国
八
ヶ

国
の
内
、
防
長
二
ヶ
国
を
与
え
ら
れ
、
そ
の
本
城
広
島
を
去
り
、
東
軍
に
味
方
し
た
豊
臣
恩
顧

の
武
将
福
島
正
則
が
芸
備
二
ヶ
国
を
与
え
ら
れ
て
、
そ
の
あ
と
に
入
り
ま
し
た
。
広
島
に
入
っ

た
正
則
は
直
ち
に
領
国
の
経
営
に
乗
り
出
す
一
方
、
小
方
・
三
次
・
東
城
・
三
原
・
神
辺
・
鞆

に
支
城
を
置
い
て
守
り
を
固
め
ま
し
た
。
こ
の
と
き
小
方
の
城
将
に
は
甥
の
福
島
伯
耆

ほ

う

き

（
一
万

石
）
を
配
備
し
て
、
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
か
ら
築
城
を
は
じ
め
ま
し
た
。
築
城
に
際
し
て

は
、
水
野
次
郎
右
衛
門
が
総
奉
行
、
片
尻
飛
騨
が
大
工
棟
梁
と
し
て
指
揮
に
あ
た
り
ま
し
た
。

五
年
の
歳
月
を
経
た
慶
長
十
三
年
（
一
六
〇
八
）
に
こ
の
城
は
完
成
し
ま
し
た
が
、
不
幸
に
し

て
城
将
福
島
伯
耆
は
完
成
の
前
年
他
界
し
た
の
で
、
こ
れ
に
代
っ
て
守
将
山
田
小
右
衛
門
、
森

佐
助
の
両
名
が
兵
を
率
い
て
入
城
し
ま
し
た
。 

海
に
面
し
た
こ
の
城
の
規
模
は
、
面
積
十
町
歩
（
九
九
二
ア
ー
ル
）
周
囲
十
八
町
（
一
九
六

〇
メ
ー
ト
ル
）
に
お
よ
び
、
山
頂
に
本
丸
・
こ
れ
に
二
の
丸
・
三
の
丸
・
有
の
丸
・
な
し
の
丸
・

松
の
丸
・
名
古
屋
丸
・
捨す

て

の
丸
の
八
台
が
続
き
、
本
丸
と
有
の
丸
の
横
に
詰
の
丸
、
そ
の
下
に

鐘
の
丸
・
妙
見
丸

み
ょ
う
け
ん
ま
る

が
あ
っ
て
、
合
計
十
一
台
よ
り
な
り
、
ま
た
海
に
面
し
な
い
部
分
の
周
囲
に

は
、
新
町
川
の
流
水
や
海
水
を
導
入
し
た
堀
や
、
か
ら
堀
が
掘
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
城
が
亀
居
城
と
称
さ
れ
た
の
は
城
地
が
亀
の
伏
し
た
形
に
似
て
い

た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。 

か
く
し
て
亀
居
城
は
広
島
本
城
の
支
城
と
し
て
、
毛
利
氏
に
対
す
る
軍
事
的
見
地
か
ら
脚
光

を
浴
び
ま
し
た
が
、
こ
の
頃
正
則
に
対
す
る
幕
府
の
圧
力
は
非
常
に
き
び
し
く
、
完
成
後
間
も

な
い
慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
）
、
こ
の
城
は
取
り
壊
さ
れ
る
運
命
と
な
り
ま
し
た
。 
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